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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 処 理 物 を 発 酵 さ せ る た め の 密 閉 構 造 の 発 酵 槽 を 有 す る 有 機 物 発 酵 処 理 装 置 に お い て 、
該 発 酵 槽 は 外 部 空 気 が 自 然 流 入 す る た め の 開 口 部 を 有 し 、 か つ 該 発 酵 槽 を 構 成 す る 壁 部 の
少 な く と も 一 部 は 、 間 に 空 間 部 が 形 成 さ れ た 二 重 構 造 体 で あ っ て 、 該 壁 部 の う ち 被 処 理 物
に 接 す る 面 に 小 孔 が 設 け ら れ た 剛 性 材 料 か ら 構 成 さ れ 、 該 開 口 部 と 該 空 間 部 と 該 小 孔 と に
よ っ て 通 気 路 を 形 成 し 、 発 酵 熱 に よ っ て 発 生 す る 上 昇 気 流 の 吸 引 力 が 該 開 口 部 か ら 外 部 の
空 気 の 自 然 流 入 を 誘 導 し て 、 該 空 間 部 を 通 し て 該 小 孔 か ら 該 発 酵 槽 内 に 該 空 気 を 供 給 し 、
供 給 さ れ た 空 気 と 該 二 重 構 造 体 の 保 温 性 と に よ っ て 該 被 処 理 物 の 発 酵 を 促 進 す る よ う に し
た こ と を 特 徴 と す る 有 機 物 発 酵 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 予 め 準 備 さ れ 含 水 量 が 調 整 さ れ た 被 処 理 物 を 、 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 物 発 酵 処 理 装 置 の
発 酵 槽 内 に 投 入 後 、 放 置 し 一 次 発 酵 を 行 な う こ と を 特 徴 と す る 有 機 物 発 酵 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 に よ っ て 処 理 し 得 ら れ た 発 酵 物 。
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